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昭
和
三
＋
年
こ
ろ
・
桔
梗
原
の
田
奮
上
原
甚
作
さ
轟

開
稲
荷
神
社
に
大
シ
メ
縄
を
奉
納
し

た
と
き
の
写
真
で
す
。
こ
の
こ
ろ
田

開
稲
荷
は
八
ヵ
村
が
持
ち
回
り
で
祭

り
の
仕
度
を
し
ま
し
た
。
家
の
親
父

は
、
世
話
好
き
で
し
た
の
で
、
通
り

山
が
当
番
の
年
、
近
所
の
若
い
衆
を

集
め
て
長
さ
四
折
余
り
の
大
き
な
シ

メ
縄
を
稲
荷
神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。

昔
は
春
と
夏
に
祭
り
が
行
わ
れ
、
参

拝
者
相
手
の
ザ
ル
売
り
や
と
う
ふ
汁

の
店
も
出
た
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
こ

ろ
神
社
の
「
守
り
」
と
い
っ
て
、
神

社
に
一
晩
泊
ま
る
習
慣
も
あ
り
ま
し

た
。
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9妊婦検診
　7月25日／13：30～14：00／上村病院

●母親学級

　7月25日／8：30～9：00／保健センター／家族計画、調理

　　　　　実習

　
／
検
／

　
日
康
日

血
2
2
健
5

　
月
民
月

献
7
村
8

昌
　
　
　
　
目

　8月5日／9：00～10：30／如来寺、角間、葎沢、土倉、倉

　　　　　　下、小出

　　　　　　13：00～14：30／芋沢、高道山、朴木沢、市之越

　　　　　　朴木沢新田、たか羽、白羽毛、程島

　8月6日／9：00～10：30／小原、東田沢、豊里、新屋敷、

　　　　　本屋敷、堀之内

　　　　　　13：00～14：30／上山、宮中、干溝、通り山

　8月7日／9：00～10：30／田中、田代、下山、重地

　　　　　13：00～14：30／桔梗原、芋川、芋川新田、倉俣

　　　　　清田山
　8月8日／9：00～10：30／新里、原町、田沢、山崎

　　　　　13：00～14：30／桂、荒屋、西方、西田尻、東田尻

■子宮ガン検診

　7月15、17、18、21、22、24、28、29、31日

糸
恥
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
楽
条
条
条
条
条
条

11働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員根津敬）

12仕）
「湯沢砂防工事事携所の明日を考える』懇談会（13二30～

湯沢町東映ホテル）
「信濃川と妙見堰』NST（15：00～15：55）

⑬（日）
休日救急医（津南病院豊65－3161）
自然観察会（植物観察小松原出発総合センター8：30）

14（月）
移動図書館（芋川、倉俣、原町、新里12：00～13：20）

16㈱
遺転者講習会（倉俣地区、倉俣改善センター
19：30～21：30）

18働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員桑原国弘）
移動図書館（重地、清田山、下山、田代12：00～13：25）

⑳（日）
休日救急医（山口医院a55－2003）

21（月）
運転者講習会（貝野地区　貝野多目的研修センター
19：30～21：30）

22（幻
献血（右参照）

24休）
運転者講習会（清津峡地区　高道山小体育館
19：30～21＝30）

25㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員樋口永蔵）

妊掲検診、母親学級（右参照）

26（土〉
％～％『日展、新潟農』新潟県美術博物館
清津峡まつり（前夜祭）

⑳（日）
休日救急医（千手診療所2268－2034）
村民体青祭（中里中学校9：00～）

清津峡まつり（民謡大会　清津峡小体育館12＝30～）

28（月）
穆動図書館（芋川、倉俣、原町、新里12：00－13：20）

運転者購習会（田沢地区　総合センター19：30～21：30）

1働
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00

相談貝桑原国弘）

③（日）
休日救急医（上村病院魯63－2111）

4（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

5（刈
村民健康検診（右参照）

8團
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00
相談員藤田義一）

⑩（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）

崇変更する場合があります。勧用の際は担当課で確認を。

　
七
月
五
日
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
達
成
記
念
パ

レ
ー
ド
の
模
様
で
す
。
県
警
カ

ラ
ー
カ
ー
ズ
、
音
楽
隊
、
田
沢

小
の
鼓
笛
隊
な
ど
約
二
百
五
十

人
が
参
加
し
盛
大
な
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
編
集
後
記

▼
埼
玉
県
の
新
座
市
と
の
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
面
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
青
少
年

団
体
が
当
村
を
訪
ず
れ
、
交
流

を
す
る
計
画
で
す
。
こ
う
し
た

交
流
は
、
当
村
の
子
ど
も
た
ち

に
積
極
性
を
与
え
る
ば
か
り
で

な
く
、
視
野
の
拡
大
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
を

し
た
い
も
の
で
す
。

▼
海
へ
山
へ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

車
で
で
か
け
る
と
き
は
、
余
裕

の
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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中里挾適死ご澱磁物躍虎識
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■編集発行／中塁村役場
於

～
喉

、

、

　　　　おもな内糎容
2－3べ一ジ　交通死亡事赦ゼロ1000日達成

4～5べ一ジ　田沢小学校新築

　　6べ一ジ　新座市との交流

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　7べ一ジ　あなたのからだ大丈夫ですか・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫡
8－9べ一ジ　お知らせ

10－11べ一ジ　みんなのひろば’

　　12べ一ジ　行事予定表
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中里中吹奏楽部と音楽隊の合同演奏

1000日遣威突遍冤亡寧赦ゼ

　
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
達
成
記
念

大
会
が
、
七
月
五
日
、
中
里
中
学
校
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
八
年
十

月
に
発
生
し
た
不
幸
な
事
故
以
来
一
〇
〇
〇
日

問
死
亡
事
故
が
起
き
て
い
な
い
こ
と
を
記
念
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
更
に
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

盛
り
上
が
っ
た
記
念
事
業

　
村
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

更
に
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
記
念
大
会

と
記
念
パ
レ
ー
ド
を
七
月
五
日

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
，

　
記
念
大
会
は
、
中
里
中
学
校

体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
村

内
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
交
通

安
全
関
係
者
、
各
種
団
体
、
一

般
参
加
者
な
ど
千
人
を
越
す
人

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
上
村
村

長
は
「
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
て

い
る
現
在
、
約
三
年
間
に
わ
た

り
死
亡
事
故
が
発
生
し
な
か
っ

た
こ
と
は
、
非
常
な
喜
び
と
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
交

通
安
全
関
係
者
と
連
携
を
深
め

て
事
故
防
止
に
努
力
い
た
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
一
〇
〇
〇
日
達
成
の

た
め
に
功
績
の
あ
っ
た
安
全
協

会
役
員
、
山
田
周
平
氏
、
杉
谷

清
六
氏
、
上
原
辰
巳
氏
、
渡
辺

三
雄
氏
の
四
人
に
村
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
・
こ
。
ま

ロ
一
〇
〇
〇
日
達
成
を
記
念
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
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事

た
　
十
日
町
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交

長
と
十
日
町
地
区
交

通
安
全
協
会
長
か
ら

中
里
村
、
中
里
村
交
通
安
全
協

会
、
中
里
村
交
通
指
導
隊
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
通
安
全
宣
言
と

し
て
、
歩
行
者
の
立
場
か
ら
、

右
端
一
列
歩
行
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
立
場
か
ら
交
通
三
悪
の
一
掃
、

主
婦
の
立
場
か
ら
、
飲
酒
運
転

の
追
放
を
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
で
は

県
警
音
楽
隊
の
素
晴
ら
し
い
演

奏
と
カ
ラ
ー
カ
ー
ズ
に
よ
る
旗

を
使
っ
て
の
演
技
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
午
後
一
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
パ

レ
ー
ド
は
、
県
警
ヘ
リ
こ
し
か

ぜ
号
が
空
か
ら
、
音
楽
隊
、
カ

ラ
ー
カ
ー
ズ
、
田
沢
小
鼓
笛
隊

が
役
場
か
ら
国
道
三
五
三
号
線

接
点
ま
で
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
県
警
パ
ト
カ
ー

交
通
指
導
車
が
村
内
を
巡
回
広

報
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
死
亡
事
故

20
人

負傷者数
↓
16

17

20

17

14

4人
13 13 13

10
人 10 8
2人

死者 4 8

1人
↓

2
1 書 1 1 1 1

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60
年

ゼ
ロ
一
五
〇
〇
日
、
二
〇
〇
〇

日
を
め
ざ
し
て
ガ
ン
バ
リ
ま
し

よ
・
つ
。事
故
件
数
減
ら
ず

　
昭
和
四
十
三
年
以
降
の
村
内

の
交
通
事
故
発
生
状
況
を
見
ま

す
と
、
件
数
、
負
傷
者
と
も
昭
和

四
十
九
年
が
一
番
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
年
は
、
発
生
件

数
十
八
件
、
負
傷
者
二
十
二
人
、

死
者
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
の
最
高
の
年
は
、
昭

和
五
十
五
年
で
、
四
人
が
交
通

事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
の
全
国
統
計

に
よ
れ
ば
、
六
十
一
秒
に
一
件

の
事
故
が
発
生
し
、
五
十
六
分

五
十
四
秒
に
一
人
が
交
通
事
故

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
村
内

で
の
交
通
事
故
は
、
年
に
よ
っ

て
変
動
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
が
毎
年
平
均
十
四
件
近
い
交

通
事
故
が
発
聖
．
ゾ
て
い
ま
す
。

の
他
、
毎
月
一
日
・
交
通
安
全

呼
び
か
け
デ
ー
、
毎
月
十
日
・

交
通
安
全
家
庭
の
日
、
毎
月
二

十
日
・
飲
酒
運
転
追
放
の
日
の

広
報
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
安
全
施
設
の
点
検
や
看
板

の
取
り
付
け
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
多
く
の
人
た
ち
の

ご
苦
労
が
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一

〇
〇
〇
日
達
成
に
大
き
な
役
割

を
果
し
て
く
れ
た
も
の
と
感
謝

を
し
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
は
交
通
ル
ー
ル
を

　
　
　
　
守
る
こ
と

　
事
故
の
防
止
に
は
決
め
手
が

あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
歩
行
者
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
交
通
ル
ー
ル
を
尊
守
す

る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

㊤

活
躍
す
る

　
指
導
隊
、
安
協
役
員

　
村
は
、
交
通
事
故
を
減
ら
す

た
め
に
、
中
里
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
と
中
里
村
交
通
指
導

員
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
里
村
交
通
安
全
協
会
長

　
杉
谷
清
六
さ
ん

民
間
団
体
と
し
て
中
里
村
交
通

安
全
協
会
が
あ
り
、
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
事
故
防
止
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
活
動
と
し
て
は
、
各

運
動
期
間
中
の
街
頭
指
導
、
交

通
安
全
教
室
、
巡
回
広
報
な
ど

　
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
達
成
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
日
報
道
さ
れ
る
痛
ま
し

い
交
通
事
故
。
毎
年
、
九
千
人
以
上
の
人
た
ち
の
尊

い
生
命
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
は
中
里
村
の
人
口
の
一
・
三
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
中
里
村
が
約
三
年
間
に
わ
た
っ

て
死
亡
事
故
が
無
か
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
意
義
の

あ
る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
ち
交
通
安
全
対
策
に
か

か
わ
る
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
幸
な
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
事
故
件
数
は
、
横
ば
い
状
態
で
す
の
で
、
今

後
と
も
交
通
安
全
対
策
に
万
全
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば

と
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
一
般
的
に
交
通
違
反
に
対
す
る
罪
の
意
識
が

低
い
の
が
実
情
で
す
。
飲
酒
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
違
反

で
検
挙
さ
れ
て
も
「
交
通
事
故
に
あ
っ
た
よ
う
な
も

の
」
と
軽
く
受
け
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
家
族
の

顔
を
思
い
出
し
、
ス
ピ
ー
ド
、
飲
酒
運
転
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

製〆
潔

　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドヨ

1000人を越す人たちで盛り上がった記念

・
寮

＼
、

すばらしいカラーカーズの演技

　　　●＼・94ノ●

・ヂ『ロ

大会に花を添えたこしかぜ号

も・

厳

駄
～

彪、憲

＝
・
瀞U酬麗

　村山　基さん（山崎）

　7月5日から原付バイクのヘ

ルメット着用が義務化されまし

た。ちょっとした事故でも頭をや

られてはおしまいです。ヘルメ

ットで自分の命を守りましょう。

　林正一さん（山崎）
　これからの暑い季節、仕事を

終えた後の生ビールは格別です。

「ちょっとくらい」という甘い

考えが不幸を招くもとです。

飲酒運転は絶対にやめましょう。

　上原正夫さん（上山）

　みなさん踏切りや一時停止の

標識のある交差点で確実に停っ

て安全を確かめていますか。出

会い頭の事故がとても多いです

から十分注意しましょう。

畠

　井之川　求さん（上山）

事故にあって、フロントガラス

に頭を強打してから、「シートベ

ルトさえしていれば」と後悔を

しても始ま『）ません。シートベ

ルトの着用を習慣にしましょう。

《
翼

　吉楽靖彦さん（山崎）

　「俺のハンドルさばき見せた

いね」どんなテクニッタをもっ

ていても、猛スピードではとて

も事故を避けることができませ

ん。スピードは特に控え目に。

2昭和61年7月10日広報かかマご3
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田
ご

　
　
ノ

欄懸翻
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A
鰐

俺、嗣

　
村
で
は
、
待
望
の
田
沢
小
学
校
の
全
面
改
築
に
着
手
し

ま
し
た
。
計
画
で
は
、
従
来
の
建
物
を
全
て
取
り
壊
わ
し
、

国
道
と
平
行
に
北
側
に
体
育
館
、
南
側
に
校
舎
棟
を
建
築

し
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、
二
年
間
の
継
続
事
業
で
実
施
さ

れ
昭
和
六
十
二
年
十
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
昭
和
七
年
に
建
築
し
た
中
央

校
舎
、
体
育
館
（
便
所
を
除
く
）

北
校
舎
は
、
当
時
と
し
て
は
、

郡
内
で
も
モ
ダ
ン
な
建
物
と
し

て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
管
理
棟
、
給
食
棟
、
南
校

舎
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

七
年
に
建
築
さ
れ
た
校
舎
棟
等

は
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
昭
和

四
十
七
年
か
ら
耐
力
度
調
査
で

危
険
建
物
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
館
は
、
郡
内
の
小
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
で
は
、
は
じ
め
て
の
陸
屋
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
形
式
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
処
理
を
考
慮
し
て
採
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
で
す
。
　
一
階
部
分
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ロ
テ
ィ
ー
（
高
床
式
）
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
冬
囲
い
の
道
具
や
体
育
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
な
ど
が
格
納
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ナ
ー
（
床
）
が
二
階
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
、
冬
期
間
で
も
陽
当
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
抜
群
に
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
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ψ
ψ
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○
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○
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、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
’

．んだろ絞
◎

蔓新η一イ

　早くできないかな、新校舎　i　旧田沢小学校の思い出
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　わたしは、今から、　　　　　　1　ぼくは、4年と2ヶ月ちょっとの間，
　「早く新しい学校ができないかなあd　l旧田沢小学校で勉強をしました。入学
　　　　　　　　　　　　　　　　の
と、思っています。今5年生だから、1式の時ぼくは、「古いなdと思いまし
はいれるかどうか、まだよく分かりま1た。雨がふると、雨もりがしたり、ふ
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆせんが自分では、　　　　　　　　1し穴もたくさんある。でもその学校を
　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　ヤ　「はいれる。はいれるd　　　　　　lこわしてしまっとなると、なんだかさ

と、思っています。　　　　　　　　1みしくなってきます。おもしろかった
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　新校舎は、もう少し教室を広く作っ1事や、悲しかった事など、思い出がい
てほしいと思います。体育館も広くし、づぱいある。
　　　　　　　　　　　　　　　　の
てほしいです。　　　　　　　　　　〈　旧田沢小学校さようなら。　終わり
　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β◎◆ら◆◎◆◎◎◎一・◆一◆●◆■◆rD◆●◎も◆◆◆噺◎●○●〆　　　、噺◆rレ◆ら◆噺◎●一●○う◆●一●◆rレ○ら◆侮一一◆ら◎o

　
三
階
建
校
舎
、

　
　
　
陸
屋
式
体
育
館

新
校
舎
』
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
三
階
建
で
、
普
通
教
室
十

二
室
、
特
別
教
室
六
室
（
音
楽

室
、
図
工
室
、
図
書
室
、
家
庭

科
室
、
理
科
室
、
視
聴
覚
室
）

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
　
普
通
教

室
は
、
一
階
～
三
階
を
使
い
低

・
中
・
高
学
年
を
分
け
る
と
と

も
に
、
採
光
に
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

た
、
ピ
ロ
テ
ィ
ー
の
校
舎
側
に

給
食
調
理
室
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
体
育
館
は
、
学
校
開
放
用
と

し
て
利
用
す
る
た
め
、
玄
関
口

が
設
け
ら
れ
、
北
側
に
駐
車
場

が
．
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

総
工
費
六
億
五
千
八
百
万
円

　
六
月
二
十
四
日
に
、
建
築
工

事
の
入
札
が
行
わ
れ
、
前
田
建

設
工
業
株
式
会
社
北
陸
支
店
が

六
億
五
千
八
百
万
円
で
落
札
し

六
月
二
十
六
日
村
議
会
で
工
事

請
負
契
約
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
校
舎
棟
の
四
〇

％
、
来
年
度
、
校
舎
棟
の
六
〇

％
、
給
食
棟
、
体
育
館
が
建
築

さ
れ
ま
す
。

思
い
出
深
い
校
舎
に
お
別
れ

　
六
月
二
十
九
日
、
木
造
校
舎

お
別
れ
会
が
、
思
い
出
深
き
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
を
代
表
し
て
三
人
が
、

二
階
で
バ
ケ
ツ
の
水
を
こ
ぽ
し

天
井
に
つ
た
わ
っ
た
こ
と
や
釘

で
足
を
ケ
ガ
し
た
こ
と
な
ど
の

思
い
出
を
語
り
「
こ
わ
す
の
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
か
わ
い
そ
う
」
と

慣
れ
親
し
ん
だ
木
造
校
舎
に
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。
ま
た
卒
業

生
三
人
か
ら
も
校
舎
に
対
ず
る

惜
別
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
惜
別
の
会
で
は
、
互
い
に
杯

を
傾
け
な
が
ら
思
い
出
を
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

→

峰　　・

！

工］、

コ 皿
騨
一
　『　下

’　r〆　　『

「
」
　
　
　
「
」

？

君
b
．

卜
”
照
　
『

含玄関

体育館校舎棟

部
、
』
、

郡市陸上大会

　
六
月
十
八
日
、
十
日
町
市
、

中
魚
沼
郡
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
が
、
中
里
中
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
里
中
学
校

は
、
六
位
ま
で
の
入
賞
者
が
、

二
十
七
人
と
大
健
闘
を
し
ま
し

た
。
★
成
績

《
男
子
》
　
（
，
順
位
）

一
〇
〇
M
　
③

一
一
〇
〇
M
　
③

四
〇
〇
M
　
②

三
〇
〇
〇
M
④

一
一
〇
M
H
①

走
幅
跳

走
高
跳

砲
丸
投

三
種
A

三
種
B

J
一
〇
〇
M

⑤④④③⑤⑤④④

J
一
五
〇
〇
M
②

　
　
〃
　
　
③

《
女
子
》

一
〇
〇
M
　
④

　
〃
　
　
⑤

一
一
〇
〇
M
　
③

八
○
O
M
　
③

一
〇
〇
M
H
②

　
　
〃
　
　
④

砲
丸
投
　
　
①

三
種
A
　
　
④

J
一
〇
〇
M
⑥

J
八
O
O
M
③

村
山
　
寿
正

村
山
　
寿
正

井
之
川
高
志

山
田
　
勝
之

村
山
　
紀
之

樋
口
　
正
和

服
部
　
和
也

広
田
　
隆
司

小
林
　
　
誠

藤
ノ
木
　
保

小
林
　
　
誠

服
部
　
和
也

井
之
川
勝
弘

富
井
　
貴
浩

服
部
　
公
彦

山
本
　
陽
子

服
部
　
敏
子

山
本
　
陽
子

樋
口
あ
け
み

高
井
　
芳
美

上
原
五
津
子

広
田
　
朋
子

高
井
　
芳
美

山
田
　
宣
子

島
田
　
理
恵

◎
郡
市
球
技
大
会

一
位
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

三
位
　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル

三
位
　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

4
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十

　
　
寺
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◎
　
↑
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埼
玉
県
新
座
市
と
の
交
流
は

新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

長
の
児
玉
さ
ん
が
、
津
南
町
と

所
沢
市
の
姉
妹
都
市
の
動
き
を

新
聞
で
知
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
児
玉
さ
ん
は
、
早

速
、
新
座
市
で
お
茶
屋
を
営
ん

で
い
る
津
南
町
出
身
者
を
た
ず

ね
、
当
村
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
図
で
中
里
村
の
位
置
を
確

か
め
た
児
玉
さ
ん
は
、
関
越
自

動
車
道
で
二
時
間
半
と
近
い
こ

と
に
魅
力
を
感
じ
、
昨
秋
当
村

を
訪
ず
れ
ま
し
た
。
　
「
す
ば
ら

し
い
」
と
児
玉
さ
ん
は
大
い
に

中
里
村
を
気
に
入
っ
て
く
れ
、

三
月
三
十
日
に
、
第
一
回
目
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
志
の
交
流

会
が
市
之
越
の
雪
原
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
六
月
二
十
日
、
新

座
市
の
総
務
部
長
、
次
長
等
四

人
が
当
村
を
訪
ず
れ
『
市
民
山

の
家
』
の
候
補
地
と
し
て
村
内

の
名
所
、
旅
館
、
民
宿
等
を
見

学
し
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
六

月
二
十
三
～
四
日
に
は
、
新
座

市
教
育
長
、
教
育
委
員
会
総
務

課
長
等
四
人
が
訪
ず
れ
、
当
村

も
村
長
、
助
役
、
総
務
課
長
等
が

出
迎
え
、
話
し
合
い
が
も
た
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
最
初

か
ら
無
理
を
し
た
も
の
で
な
く

永
い
目
で
見
て
、
お
互
い
の
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
交
流
を

続
け
て
い
く
方
向
で
意
見
が
一

　』廟7醐’『
，
葦

f6躍曜

ダ

『
　
劃
●捌罐螺

致
し
ま
し
た
。
会
議
の
後
、
村

内
の
遊
休
施
設
や
名
所
を
視
察

し
、
利
用
の
少
な
い
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
「
も
っ
た
い
な

い
、
ぜ
ひ
、
使
わ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
座
市
と
の
交
流
は
、
当
面

八
月
三
日
四
日
に
、
少
年
野
球

チ
ー
ム
が
清
津
峡
ホ
テ
ル
に
合

宿
し
、
地
元
チ
ー
ム
と
の
交
流

試
合
を
行
な
う
他
、
九
月
二
十

三
日
に
市
民
歩
け
歩
け
大
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
話
し
合
わ
れ
た
こ

と
と
し
て
は
、
少
年
少
女
合
唱

団
の
合
宿
、
市
民
山
の
家
の
開

設
、
産
地
直
売
、
講
師
派
遣
、

観
光
協
会
の
交
流
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

灘
謂

　　胸rr　　鞠　戸蹄
師P鴨串窩楠r

羅
　　　櫛酎r】糊　　　　争

過
疎
地
の
活
性
化
に

　
地
域
振
興
策
の
一
環
と
し
て

地
域
間
交
流
が
、
昭
和
五
十
年

代
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
最
近
は
、
都
市
と
農

村
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
県
内
で
も
十
四
市
町
村
（
S

60

・
4
）
が
姉
妹
都
市
の
提
携
を

行
っ
て
お
り
、
全
国
で
は
、
四

百
八
十
九
市
町
村
が
姉
妹
提
携

を
し
て
い
ま
す
。

　
農
村
に
は
、
都
会
に
な
い
美

し
く
多
彩
な
自
然
や
特
産
物
、

伝
統
文
化
、
温
か
い
人
情
が
あ

り
ま
す
。
都
会
の
人
た
ち
が
農

村
に
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観

光
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振

鱒
呂
『
，
チ

熱
終
　
翻施

興
、
地
元
産
品
の
販
売
等
地
域

経
済
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
ま

す
。
ま
た
、
都
会
の
人
た
ち
と

の
交
流
は
、
人
々
に
情
報
を
も

た
ら
し
良
い
意
味
で
の
刺
激
は

地
元
経
済
の
活
性
化
だ
け
で
な

く
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
向
上

に
も
結
び
つ
き
ま
す
。
ま
た
、

一
番
大
切
な
こ
と
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
が
郷
土
の
良
さ
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
．

で
す
。
住
ん
で
い
て
は
分
か
ら

な
い
自
然
の
恵
み
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
づ
き
郷
土
愛
が
生
ま
れ

ま
す
。
双
方
に
と
っ
て

　
　
　
プ
ラ
ス
の
交
流
に

　
現
在
、
村
で
は
ふ
る
さ
と
中

里
の
会
を
作
り
特
産
物
の
送
付

等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
人
的

な
交
流
ば
か
り
で
な
く
、
農
家

と
新
座
市
の
消
費
者
団
体
と
の

産
地
直
送
や
工
場
誘
致
な
ど
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
交
流
を
成
功
に
導

く
た
め
に
は
、
行
政
は
も
と
よ

り
村
民
の
深
い
理
解
と
協
力
が

な
く
て
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
来
訪
の

際
協
力
い
た
だ
い
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
後
援
会
、
商
工
会
青
年

部
、
体
育
協
会
、
中
里
ク
ラ
ブ
、

猟
友
会
な
ど
民
間
の
団
体
の
協

力
が
交
流
を
成
功
さ
せ
る
カ
ギ

と
い
え
ま
す
。

6

特
に
儀
犠
瞬
牽
。
糞
牛
代

　
　
　
　
，
勇
懐
の
受
診
率

　
昨
年
実
施
し
た
村
民
健
康
検

診
の
対
象
者
は
、
二
千
二
百
二

十
九
人
で
す
。
こ
の
内
の
千
三

百
四
十
四
人
が
受
診
し
、
受
診

率
は
、
六
〇
・
三
督
と
な
っ
て
い

ま
す
。
受
診
率
を
年
齢
別
に
見

ま
す
と
左
下
の
表
の
よ
う
に
、

年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
受
診
率
が

高
く
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
方

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

特
に
低
い
の
が
男
性
の
四
十
歳

～
四
十
四
歳
で
、
百
六
人
の
対

象
者
に
対
し
、
た
っ
た
二
十
七

人
し
か
受
診
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
年
代
は
、
心
身
と
も
に
充

実
し
た
時
期
で
あ
り
健
康
に
対

す
る
認
識
が
薄
い
現
状
で
す
。

し
か
し
、
四
十
代
で
脳
卒
中
や

ガ
ン
で
倒
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
ま
し
て
、
小
中
学
生
の

中
に
も
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の

あ
る
時
代
で
す
か
ら
、
若
い
か

ら
と
い
っ
た
油
断
は
禁
物
で
す
。

　
各
種
の
検
診
で
毎
年
、
胃
ガ

ン
、
子
宮
ガ
ン
、
肝
臓
病
、
糖

尿
病
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ガ
ン
で
も
早
期
に

発
見
す
れ
ば
、
今
の
医
療
技
術

で
は
、
ほ
と
ん
ど
治
っ
て
い
ま

す
。　
忙
し
い
、
わ
ず
ら
わ
し
い
と

い
っ
て
検
診
を
お
こ
た
っ
て
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
万
一
、
一
家

の
大
黒
柱
が
倒
れ
た
ら
、
そ
の

家
庭
は
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
り

ま
す
。
検
診
の
わ
ず
か
な
時
間

を
惜
し
む
こ
と
よ
り
、
こ
れ
か

ら
先
の
健
康
を
優
先
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

検
診
串
が
高
い
地
区
ほ
ど

　
　
　
　
医
療
費
が
低
い
／

　
昭
和
六
十
年
度
の
国
保
の
一

人
当
り
の
医
療
費
と
村
民
健
康

検
診
の
受
診
率
を
比
べ
て
見
ま

す
と
右
下
の
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
対
象
者
が
違
い
ま
す
の

で
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
が
、
受

診
率
の
高
い
地
区
ほ
ど
一
人
当

検診受診率と1人当り医療費
憾

［コ受診率 ’難

24万

（
受
團医療賛

’覗

診
率
）

繁
鰻
験

（
医
療

・擢 費
）

70
穿

％ 甕
驚 醸

60 口万円

帯

0
　
　
　
　
　
　
　
0

5
　
　
　
　
　
　
　
4

鍵
練
欝
．
駕

糀
竃
謹
璽

欝
霧
難
’
げ
糞
離
’
颪
・
磯
孫
拳
，
錨

鑛
難
慧
蒙
磯
擁
思
・
茨

藤
紹
眠
蘇

｛　　｛　　｛　　｛　　｛
た市白高
か之羽道

平
田
豊東程東

田

ば越毛山 均 里沢島尻
朴’
木朴
沢木
新沢
田

り
の
医
療
費
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
村
内
の
あ
る
地
区
で
は
、
一

人
当
り
の
医
療
費
が
二
十
四
万

円
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
若
い
時
か

ら
の
重
労
働
と
忙
し
さ
に
ま
ぎ

れ
て
健
康
管
理
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
四
十
代
、
五

十
代
の
働
き
盛
り
に
病
い
で
倒

毎年受診していまする

窓遭

⑲
　
　
番
｛　　
拶

　
♪
者

　
　
遣

　
　
で

　
　
頬’

　
　
　
’

ム」

　　　　　　万平
　　服部　　さん（桂）　　　　　　フ　サ

　体格もよく丈夫そうな知人が40歳代で

亡くなったんですよ。当時はショックで

したね。せめて自分の子が成人になるま

では健康で働かなければなりませんから

ね。若いころは健康に関心をもっていま

せんでしたが、40歳のとき一日人間ドッ

クに行ったのを機会に毎年夫婦で受診し

ています。会社勤めの人は、毎年定期検

診を必ず受けています。健康は一生の宝

ですので、仕事が忙しいわずらわしいと

いわないでこれからもきちんと受診した

いと思っています。

年齢別受診率

80％

女性聾
　　　75．0－74，974．1

！一一φ－噂、囎1

50，8」ρ’

プ

59．5一出／

夕
49．0

53．4

62．9

64．7

41．1

35．1 勺

男性

25．5

35 40 45 50 55 60 65

5 ～ ～ 5 ～ ～ ～

39歳 44 49 54 59 64 69

れ
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
が

水
の
泡
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
め
て
村
民
健
康
榛
診
だ
け
は

　
郡
内
で
も
最
高
の
検
診
内
容

を
誇
る
当
村
の
村
民
健
康
検
診

は
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
と
思
っ
て
も
以
外
な
所
に

異
状
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
「
忙
し
い
」
　
「
わ
ず
ら
わ

し
い
」
と
い
わ
ず
に
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
病
院
に
入
っ
て

か
ら
で
は
も
う
遅
い
の
で
す
。

億
翻
闘
懇
腱
謝

　
　
　
叫
劃
案
馴
内

★
時
問
　
各
会
場
と
も
午
後
八

　
時
～
午
後
十
時

★
％
日
　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
上

　
山
）
、
倉
俣
集
落
セ
ン
タ
ー

　
（
倉
俣
）

★
％
日
　
田
中
集
落
セ
ン
タ
ー

　
（
田
中
）
、
原
町
公
民
館
（
原

　
町
、
新
里
）

★
％
日
　
小
原
公
民
館
（
小
原
）

　
重
地
公
民
館
（
重
地
）

★
％
日
　
干
溝
集
落
セ
ン
タ
i

　
（
干
溝
）
、
清
田
山
集
会
場

　
（
清
田
山
）

★
％
日
　
荒
屋
公
民
館
（
荒
屋
）

　
下
山
公
民
館
（
下
山
）

★
％
日
　
通
り
山
公
民
館
（
通

　
り
山
、
桔
梗
原
、
芋
川
新
田
）

　
新
屋
敷
集
落
セ
ン
タ
ー
（
新

　
屋
敷
）

★
％
日
　
朴
木
沢
集
落
セ
ン
タ

　
ー
（
高
道
山
、
朴
木
沢
、
朴

　
木
沢
新
田
）
、
本
屋
敷
集
落

　
セ
ン
タ
ー
（
本
屋
敷
）

★
％
日
　
白
羽
毛
公
民
館
（
白

　
羽
毛
、
程
島
）
、
宮
中
集
落

　
セ
ン
タ
ー
（
宮
中
）

★
％
日
　
桂
集
落
セ
ン
タ
ー
（
桂
）

　
芋
川
公
民
館
（
芋
川
）

★
％
日
　
山
崎
公
民
館
（
山
崎
）

　
田
代
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
（
田

　
代
）
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回回回回
〈
み
な
さ
ん
に
関
係

あ
り
ま
す
。
見
だ
し

だ
け
で
も
目
を
通
し

て
く
だ
さ
い
。
〉

国民年金で

　安心できる老後を〃

　いよいよ本年4月1日から、わが国

の年金制度が新しい基礎年金という全

国民に共通の制度を取り入れ、その上

に厚生年金や共済年金を上乗せする二

階建ての仕組みとなりました。

老後を豊かに、より充実した生活を

す。

★工事期間　6月9日～11月20日

　ご不便をおかけいたしますが、遊歩

道の安全を図るためですのでご協力を

お願いします。詳しくは開発課まで。

運転者講習会のご案内

今年も下記の通り、運転者講習会が

開かれますのでみんなで参加し、交通

信濃川の増水にご注意

本格的な夏を迎え、水による事故が

多くなる季節となりました。

国鉄信濃川発電所では、河川におけ

る水難事故防止のため、宮中取水ダム

から小千谷発電所までの信濃川沿岸に

ダム放流警報用サイレン・スピーカー

を設置してあります。ダムから放流す

ご存知ですか

建設業関係の皆さん〃

建設業を営む人々、およぴ建設現場

で働く皆さん、国が作った「建設業退

職金共済制度」をご存じですか。

　この制度は、昭和39年に中小企業退

職金共済法により作られた制度です。

　この制度の特色は、一般の退職金の

★申込み7月9日㈱～7月16日休）
　　　　までに、希望する受験地
　　　　の人事院地方事務局まで
　申込み用紙等、詳しくは、十日町税

務署まで（費52－3181）

新潟県民芸術祭

　文芸部門作品の募集

与ん　　一『

　　　㌧えも

4

　　石1挺τ豆刀験』、　よ　ノ兀果し7』王『百乞

　おくるために創設された国民年金も制

　度発足以来、26年目を迎え中里村の国

　民年金加入者も昭和61年6月末現在で

　1964人、国民年金を受けている人は福

　祉年金も含めると、1435人にもなり生

　活の中に定着してきました。これは村

　の3．5人に1人が国民年金に加入し60

　歳以上のお年寄りの90パーセントにあ

　たる人々が国民年金の受給者であると

　いうところから国民年金制度の充実が

　村民福祉向上の重要な柱になると考え

　られます。年間の年金受給額は、4億

馨7，300万円にもなります。このようなこ

　とから、お年寄りにかぎらず若い方も

　将来の生活設計として、国民年金に深

　いご理解をお願いいたします。

岡刀孔ま9　ノもみん蟹女疹ノ四し、父通　　　　　　　　　　　　　　を設置：してあヲます。ダムカら取流す

安全に対する自覚を新たにしましょう。　　　　　　　　　るときには警報いたしますので、早め

　　　　　（時間午後7：30～9：30）　　　　　　　　　　に安全な場所に退避してください。な

お、サイレン・スピーカーが聞こえな

くても増水してきたら急いで退避する

ようお願いします。

　次のようなときは増水が早いので十

分注意してください。

★台風などによる集中豪雨で河川が増

　水し、ダムから放流するとき。

★発電所の設備が故障し、調整池（浅

　河原、山本）の余水路から放流する

　とき。

　子供たちだけの川遊ぴは非常に危険

です。危険な川遊びを見かけたら一声

注意して、子供を水の事故から守りま

しょう。

　』の削反の符1巴は、　　肢σ）退職笠σ）

ように労働者が事業所をやめた時支払

われる退職金でなく、建設業という一

つの業種の中で働く限り、事業所に雇

用された期間全部を通算して退職金を

支払うという、いわば建設業界ぐるみ

の退職金制度です。

　現在、全国で12万の事業主、162万

人の労働者が退職金を受け取り、その

額は600億円を超えております。

　詳しいことは、下記にお間い合わせ

ください。

★建退共新潟支部（費0252－22－7101）

　唱刊り1午反県氏耳何衆又瓜鄙門とし

て、みなさんから作品を募集していま
す。

★種目

　O小説　O詩　　O短歌
　o俳句　O川柳
★応募資格

　県内在住者はだれでも応募できます

　（小学校、中学校、嵩等学校の児童

　生徒は除く）

★応募締切り

　昭和61年10月9日㈱（消印有効）

★あて先

　〒950新潟市新光町4の1　新潟県

　教育庁文化行政課とし、封筒表面に

　「県民芸術祭文芸作品応募原稿」と

　朱書する。

くわしいことは、中里村役場総務課
行政係まで。

日　時 対象地区 会　　場

％㈱ 倉俣地区 倉俣生活改善センター
％（月）
貝野地区 貝野多目的研修センター離、撚？　ゆ　　ん

　《
　　　　　　　　一
　　　　　　　　　’　　　　　　　》

脇㈱ 清津峡地区 高道山小体　　育　　館

〆a
％（月）
田沢地区 総合センター

　　え
晩　1　　　7
　　1？

　　　’o　　　、・1塾
瞬’

尾亀・
ゼ虫
ざ甘
うよ
り、

：．一』’　　、一

　　へ．q　う
40

交通事故で重度の

　精神神経障害者等に介護料

　自動車事故による糠害者の保護の増

進のため、自動車事故対策センターが

政府の出資で設立されています。

　その一つとして、自動車事故による

頭部または脊髄に損傷を受け、常時介

護を必要とする重度後遺障害者を抱え

る家族の精神的、肉体的、経済的負担

の軽減を図るため、介護料を支給して

います。

　この介護料の支給を受けるためには

自力移動が不可能なこと、自力摂食が

不可能なことなどの基準がありますの

で詳しくは、自動車事故対策センター

新潟主管支所まで（aO252－23－2135）

　　　　　　　噌　　．5

彫
　ナイターリーグバレーボール大会

　　　　　　　　体協主催

★期日　7月下旬

★会場　中里中体育館

★資格　9人制（女子3名以上含む）

★参加費　1チーム2，000円

★申込み　7月20日まで
　池田芳夫（君63－2521）

　高橋芳雄（費58－3015）

　　ふるってご参加ください。

や　　“　泊　　　　　煮
　　　　　　　　　　’t　　”　　　　　　　　　　　つ

　　　〃ん
　
　
　
　 隻蜘
』　　　　　　　，ヤ，つ
　　ノ唱』

　清津峡遊歩道の

　　　交通規制のご案内

　県観光課では、清津峡遊歩道の安全

施設整備を行います。このため、渓谷

入口から600mの間が土・日・祝祭日

を除き通行止となります。ただし、7

月26日までに入口から約200mを完成さ
せ、通行ができるようになります。

　この整備計画によれぱ、漢谷入口か

ら600mの間に安全棚が設けられる他、

折返し地点に路傍休憩地が整備されま

　ボスターコンテストの

　　　　ご案内
　第33回「国際理解、国際協力のため

のポスター新潟県コンテスト」の作品

を募集しています。

きわ　』　　　　　’／

れあ

　　　　　　　　、

おあ
の　1
ま　．　”
ヒF、．，．％

　　華・

コ

　財形住宅融資のご案内

　住宅金融公庫では、財形貯蓄（期間

3年以上、残高50万円以上）を行って

いる勤労者を対象に財形住宅融資の借

入申込みの受付けを行っています。

★受付期問　62年3月25日まで

★融資額　財形貯蓄残高の5倍

　　　　　最高2，000万円まで

★利　　率　全期間年5．38％

　詳しくは、住宅金融公庫取扱い金融

　　　　c　　塗

い
1
　
　
　

／，

　　　　『　覧　　’

期間まで（当村では、中里村農協）

　税務大学校の入校案内

★受験資格　昭和41年4月2日～44年

　　　　　4月1日生れ

　　　　　　　　　　　q曜　　甕

★資格　小・中・高校生・一般（大学

　　　生を含む）

　詳しくは、役場総務課まで

　　（雪63－2511⑧13）
この作品は山田まゆみさんの協力で
掲載しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　噌　　．5

昭和61年度県民芸術祭文芸部門とし

　
　
　
　
総
機
。
8

雛
愚

鍵
塵

　
昭
和
三
十
一
年
四
月
に
結
成

さ
れ
た
、
中
里
村
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
協
議
会
の
創
立
三
十

周
年
記
念
大
会
が
、
六
月
十
九

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
渡
辺
会

長
は
「
福
祉
後
退
の
時
代
に
入

り
身
体
障
害
者
に
と
っ
て
困
難

な
時
代
に
な
つ
て
き
た
が
、
共

に
健
康
に
気
を
つ
け
福
祉
の
向

上
に
努
力
し
よ
う
」
と
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
功
労
者
表
彰
、

身
体
障
害
者
と
結
婚
三
十
年
の

薙
．
溺
襯

9

発
表
で
は
、
山
崎
の
江

が
、
左
半
身
不
自
由
の

あ
る
が
、
常
に
希
望
を

生
き
る
大
切
さ
を
。
白

樋
口
さ
ん
は
、
身
体
障

身
体
に
障
害
が
あ
っ
て

障
害
を
も
っ
て
は
い
け

と
を
。
山
崎
の
堀
井
さ

こ
の
会
の
発
足
当
時
の

金
集
め
の
苦
労
な
ど
を

く
れ
ま
し
た
。

い
て
上
村
病
院
長
、
上

氏
が
記
念
講
演
さ
れ
、

の
障
害
を
一
病
と
し
、

常
を
き
た
さ
な
い
よ
う

留
意
し
て
ほ
し
い
。
な

ク
ス
リ
は
飲
ま
ず
に
、

腹
八
分
目
に
す
る
よ
う

打
ち
込
め
る
趣
味
を
持

標
の
あ
る
生
き
方
を
す

が
大
切
」
と
話
さ
れ
ま

こ
の
大
会
に
は
、
手
話

ン
テ
ィ
ア
も
か
け
つ
け

、
温
い
雰
囲
気
の
中
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

大てのしるちに食る健他r村　話活んなも害羽も身村　し配
会くポたこ’し事べ康に身正つし動はい心者毛つでさ体た偶
がれラoと目’はくに異体子づて資’こにはのてはん験。者

広報くド　◎、マ　邑　　　昭和61年7月10日

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま

》　一～．＿
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㎜
㎜
★
出
稼
者
帰
省
大
会
　
　
　
　
　
　
の
工
事
は
二
年
継
続
で
行
わ
れ
…
㎜

㎜
㎜
　
六
月
十
日
、
出
稼
者
帰
省
大
　
　
完
成
は
六
十
二
年
十
月
の
予
定
㎜
皿

㎜
㎜
会
が
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
　
　
で
す
。
現
在
、
田
沢
小
学
校
生
㎜
㎜

㎜
㎜
の
清
津
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
徒
は
、
旧
田
沢
中
学
校
校
舎
で
㎜
㎜

器
　
　
午
前
中
に
出
稼
ぎ
組
合
の
総
　
　
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
㎜
㎜

㎜
㎜
会
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
懇
親
　
　
★
清
津
川
土
地
改
良
区
鯖
立
二
㎜
㎜

㎜
㎜
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
で
も
　
　
　
十
周
年
記
念
　
　
　
　
　
　
㎜
㎜

㎜
㎜
毎
年
二
百
人
近
い
人
た
ち
が
出
　
　
　
六
月
二
十
五
日
、
清
津
川
土
㎜
㎜

…
…
稼
ぎ
に
出
て
い
ま
す
。
家
族
と
　
　
地
改
良
区
の
設
立
二
十
周
年
記
…
…

㎜
㎜
離
れ
約
半
年
間
本
当
に
ご
苦
労
　
　
念
式
典
が
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
…
㎜

㎜
㎜
様
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
開
か
れ
、
総
代
を
は
じ
め
、
約
㎜
㎜

㎜
㎜
★
田
沢
小
学
校
建
築
入
札
　
　
　
　
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
㎜
㎜

㎜
㎜
　
六
月
二
十
四
日
、
田
沢
小
学
　
　
土
地
改
良
区
も
七
月
一
日
に
、
　
…
㎜

…
…
校
建
築
の
入
札
が
行
わ
れ
ま
し
　
　
桔
梗
原
土
地
改
良
区
と
新
設
合
…
㎜

㎜
㎜
た
。
六
億
五
千
八
百
万
円
で
前
　
　
併
と
な
り
、
中
里
村
土
地
改
良
…
…

㎜
㎜
田
建
設
工
業
株
式
会
社
北
陸
支
　
　
区
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
㎜
㎜

㎜
㎜
店
が
落
札
い
た
し
ま
し
た
。
こ
　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
㎜
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を
日
　
　
、
．
、
　
・
　
輪
～
2
7
日

★
日
時
　
七
月
二
十
七
日
㈲
　
　
　
★
前
夜
祭

　
　
　
　
午
前
九
時
　
入
場
行
　
　
●
日
時
　
七
月
二
十
六
日
㈹

　
　
　
　
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
～

★
場
所
　
中
里
中
学
校
グ
ラ
ウ
　
　
●
場
所
　
清
津
峡
温
泉

　
　
　
　
　
ン
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
●
イ
ベ
ン
ト
　
カ
ラ
ス
踊
り
、

★
ブ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
つ
き
大
会

　
　
　
　
長
な
わ
と
ぴ
、
水
く
　
　
★
本
祭
り

　
　
　
　
み
レ
：
ス
、
障
害
物
　
　
●
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り

　
　
　
　
レ
ー
ス
、
百
足
レ
ー
　
　
　
（
午
前
九
時
半
清
津
峡
小
裏
）

　
　
　
　
ス
、
つ
な
ひ
き
、
村
　

●
盆
栽
の
即
売
会

　
　
　
　
民
大
リ
レ
：
、
小
中
　
　
　
　
（
清
津
峡
小
学
校
）

　
　
　
　
学
生
ト
ラ
ッ
ク
競
争
他
　
　
●
民
揺
大
会
（
B
S
N
放
送
）

　
み
ん
な
の
参
加
で
、
こ
の
大
　
　
　
　
（
午
後
十
二
蒔
半
～
三
時
、

会
が
盛
り
上
が
る
よ
う
ご
協
力
　
　
　
清
津
峡
小
体
育
館
）

を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

∫

、
ま



縄
顯
謙
纈

回
回
回
回
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

二
◎
　
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

　
運
動
会
の
日
は
、
練
習
の
と

き
よ
り
、
玉
が
い
っ
ぱ
い
入
り

ま
し
た
。
地
面
に
落
ち
て
い
る

玉
を
一
つ
一
つ
一
生
懸
命
入
れ

ま
し
た
。
玉
を
ぬ
る
の
が
た
い

　
へ
ん
で
し
た
が
、
初
め
て
絵
の

具
を
使
っ
て
か
い
た
の
で
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。

A
、」
あ

　　　　　父・鉄夫　マキちゃん母。篤子東田沢

マキちゃんねえ、兄ちゃんを見
習って服も全部着れるんだ。大人
でしょう。お母さんは、女の子だ
からやさしい娘になってほしいん
だって。

か羊
わ1

、筋藻

轡酬
　’・葵

麟

宮中橋・宮中

宮中

村山正一さん

国鉄の宮中えん堤ができるまでは、

信濃川を渡る交通手段として、宮中の

わたしと滝のわたしが重要な役割を果

していました。宮中のわたしは、上船

場、下船場という二軒の家が交替で運

行していました。船賃は、貝野地区の

人は無料だったように記憶しています6

滝のわたしでは、大水の際船が転覆し

て6人が亡くなるという悲しい事故も

ありました。

えん堤の橋は、冬になると除雪がで

きないため、馬の背中のようになり、

吹雪の日や冬の夜はとても恐かったも

のです。また、夏場も重量制限があっ

たので重い荷を積んだ車は、姿橋回り

をした時期もありました。

昭和51年の秋に現在の宮中橋が完成

したときは貝野地区を上げて祝ったも

のです。もうあれから10年経ちました。

一一＝＝＝｝

　5
　　　　、、

　0齢｝“

　
六
月
九
日
、
午
前
四
時
半
あ
い
に
く

の
小
雨
の
中
、
親
子
自
然
観
察
会
の
探

鳥
会
が
七
ツ
釜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
」
夜
が
明
け
た
ば
か

り
の
雑
木
林
の
中
で
小
鳥
た
ち
の
さ
え

ず
り
が
聞
こ
え
ま
す
。
親
子
二
十
四
人
は
、

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
早
く
可
愛
い

ら
し
い
小
鳥
を
見
つ
け
よ
う
と
真
剣
で

す
。
し
か
し
、
さ
え
ず
り
は
聞
え
ど
も

姿
は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
講
師
の
十
日
町
博
物
館
友
の
会
、
古

沢
さ
ん
と
十
日
町
高
校
の
河
野
先
生
の

指
導
で
無
事
ホ
オ
ジ
ロ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
、
イ
カ
ル
、
カ
ケ
ス
な
ど
を
確
認
。

「
キ
レ
イ
」
「
可
愛
い
い
」
と
声
を
発
し

な
が
ら
双
眼
鏡
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
ま

し
た
。
七
月
中
旬
に
は
、
ホ
タ
ル
の
観

察
を
計
画
し
て
い
ま
す
沢
公
民
館
）

農
業
青
年
協
議
会

　
　
　
　
の
設
置
へ

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
を
営
む
青

年
た
ち
の
仲
間
づ
く
り
と
地
域
農
業
の

発
展
を
図
る
た
め
、
全
村
を
包
括
す
る

農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
五
月
二
十
二
日
に
農
業
青
年
三
十
三

名
が
集
ま
り
初
会
合
が
も
た
れ
、
十
一

人
の
設
立
準
備
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

こ
の
設
立
準
備
委
員
会
の
初
会
合
が
、

六
月
二
十
四
日
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
の
中
で
は
、
会
の
名
称
、
会
の
規
約

な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
に
は
、
妻
有
会
、
妻
有
会
O
B

会
、
青
年
農
業
士
の
会
、
農
協
青
年
部

の
他
、
部
門
別
に
花
卉
、
タ
バ
コ
、
杉

凝

緩絹

双眼鏡で確認する参加者たち

齢

し￥

し￥

イ
』
『

』
　
’

り樋口正勝　　　　　　さん（干溝）
ワ　　公子　　　⑮
はけかつき｝

｝
Y
Y
｝

親小／結騨庭ヨ糠灘2薪；締

1言鳥1＿蕊三鋸1讃欝二糞

1然に1驚書；認誇瓢
観感羊一望す欝瀞慾欝貢鷺織

棄激匁、、舘灘論、．、
　冨

…・り上村病院の院長さんの紹介です。ワ21

歳で十日町ドレメ学院に通っていましたので

結婚をする気なんて無かったんですよ。り何

せ、同じ親せきがあったりして2人をそっち

のけで話しが決ったようなも夜“す。

庫，，、覗岬一ぜ岬騨

組織づくりに意欲を燃やす若者たち

苗
な
ど
の
組
織
が
あ
り
活
発
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
話
し
合
い
の
中
で
は
、
新
し

く
作
る
組
織
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
組

織
の
上
部
団
体
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す

が
、
未
組
織
の
青
年
も
加
入
で
き
る
よ

う
な
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
村
の

農
業
の
将
来
も
厳
し
い
現
在
、
こ
う
し

た
組
織
づ
く
り
の
成
果
に
期
待
が
も
た

れ
ま
す
。

鍵轡暴1
満州に眠る御霊安らかに

満
州
で
眠
る
御
塁

　
　
　
　
　
　
安
ら
か
に

　
六
月
十
五
日
、
満
州
共
栄
開
拓
団
の
慰
霊

碑
建
立
一
周
年
記
念
祭
が
、
東
田
沢
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
生
き
て
再
び
祖
国

の
土
を
踏
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち

へ
の
慰
霊
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
記

念
祭
に
は
、
昨
年
十
月
一
時
帰
国
し
て
い
る

高
橋
義
江
さ
ん
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
催
さ
れ
約
五

十
人
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
薩
論
渕
，

腱籔匿騨

平
和
記
念
の
黙
と
う
を

　
来
た
る
八
月
六
日
広
島
市
、

八
月
九
日
長
崎
市
で
原
爆
被
爆

四
十
一
周
年
慰
霊
と
平
和
祈
念

の
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

日
に
は
、
世
界
恒
久
平
和
を
祈

っ
て
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

＊
お
め
で
た
＊

和
　
也
（
大
口
修
一
）
重
　
地

菜
　
月
（
桑
原
秀
正
）
荒
　
屋

浩
　
明
（
山
田
正
一
郎
）
東
田
尻

明
日
香
（
太
島
喜
一
）
芋
　
沢

可
南
子
（
羽
鳥
正
平
）
本
屋
敷

隆
　
幸
（
吉
楽
正
巳
）
田
　
沢

昌
　
朋
（
樋
口
　
仁
）
朴
木
沢

由
里
子
（
服
部
喜
章
）
如
来
寺

＊
ご
結
婚
＊

離
幕
踊
晶

鮪
弱
骨
日
翫

＊
お
く
や
み
＊

　
村
山
　
ト
ヨ
　
6
2
　
東
田
沢

　
中
島
　
　
正
　
6
5
　
干
　
溝

　
山
田
　
正
男
　
2
5
　
桔
梗
原

　
岡
村
　
ナ
カ
　
8
3
　
倉
　
俣

　
石
澤
　
吉
夫
　
5
6
　
田
　
沢

　
山
本
　
保
昭
　
9
　
葎
　
沢

　
柳
　
　
光
義
　
8
3
　
本
屋
敷

　
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日

が
達
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
千

五
百
日
、
二
千
日
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
で
注
意
し
合
つ
て
交
通

事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
雨
の
日
の
夜
間
運
転
は
、
歩

行
者
が
見
え
に
く
く
大
変
危
険

で
す
か
ら
十
分
注
意
し
て
運
転

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・飲酒運転検挙者数3人精

・無免許運転違反　　3人　　壱’

・事故発生件数　　　6件
・死亡事故ゼ・995日轍

　　　　（6月末累計）

〈オオバコ〉

　「踏みつけて下さいdといわんばかりに

生えているこの植物も、よく見るときれい

な花をつけています。　（花といっても、お

しべとめしべが目立つだけなのですが）花

は、最初に白いめしべが伸び出します。そ

の後，めしべがしぼむと、紫のおしべが伸

び出すのです。穂の中では、下の万から順

に花が開いて行きます。このため、／本の

穂をよく見ると、下から緑（実）紫（おし

べ）臼（めしべ）緑（つぽみ）という順に

色が変化していることに、気づくことがで

きるでしょう。

3

A

A一めしべの出た花

B一おしべの出た花

文・大野滋先生（田沢小）
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